
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№８０ 平成２７年１１月号 

発行 大歳地域交流センター  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

 
人 数 13,314 世帯数 6,127  

平成 27 年 10 月１日現在 

１０月１１日（日）、『第３９回大歳まつり』が大歳小学校で開催されました。今年は晴天に恵まれ、

大勢の皆さまにご来場いただきました。ご来場の皆さま、実行委員の皆さま、ありがとうございました。   

また、大歳地区の皆さまにご提供いただいた遊休品バザーの売り上げにつきましては、山口市社会福

祉協議会を通して「栃木県・茨城県」台風１８号等災害義援金として全額寄付させていただくこととい

たしましたので、この場をお借りしてご報告いたします。 

ご協力いただいた皆さまありがとうございました。 

 

10/15 ザ･チャレンジ大歳「お１００姓さん」稲刈り 
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日 時：１１月２１日(土）１３：３０～１５：３０ 

内 容：☆布のコサージュ作り 

布を使って素敵なコサージュを一緒に 

作ってみませんか？ 

お気軽にご参加ください。 

場 所：大歳地域交流センター ２階講堂 

参加費：３００円（材料代込み） 

問い合わせ：吉野（TEL９２２－５２８６） 

 

※申し込みは要りません。大人から子どもまで、 

どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

 

「10/21 工事中の交流センターの様子」 

増築部分の壁が取り除かれました！ 

 

９月から大歳地域交流センターの増改築工事が始ま
り、現在２階の講堂のみ地域の皆さまに開放しています
が、１２月下旬以降、改築（既存）部分の工事を行うた
め、２階講堂も使用できなくなります。 

これから交流センターの利用を計画されている皆さま
につきましては、平川や吉敷など他地区の地域交流セン
ター、交流列車おおとし（TEL９２２－６８６０）、又
は各自治会が管理している公会堂の利用をご検討くださ
い。 

行政窓口及び地域担当窓口は引き続きご利用いただけ
ます。 

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願
いします。 

 

問い合わせ：大歳地域交流センター 

（TEL９２２－４０３５） 

下記の日程で地区バドミントン大会を開催します。奮ってご参加ください。 

今年も小学生のみの部を行いますので、小学生の参加もお待ちしております。 

日 時：１１月２９日（日）開会式 ８：３０～ 

場 所：大歳小学校体育館 

競技種目：分館対抗の部、クラス別による個人の部（混合ダブルス）、小学生の部（シングルス） 

主 催：大歳体育振興会   

主 管：大歳バドミントンクラブ 

問い合わせ：大歳体育振興会（大歳地域交流センター内 TEL９２２－４０３５） 

※参加を希望される方は各自治会の分館長または体育委員の方へお申し込みください。 

 

  

  

予防と万が一の時の対処法を分かりやすくお話

していただきます。 

日 時：１１月１１日（水）１０時～１１時３０分 

（受付９時３０分から） 

場 所：山口県母子・父子福祉センター 

対 象：乳幼児とその保護者 １５組 

講 師：赤十字幼児安全法指導員 

申し込み：大歳地域交流センター  

（TEL９２２－４０３５） 

※１１/２（月）から申込みを受け付けます。 

※動きやすい服装でご参加下さい。 

※場所が変更になっていますので、ご注意下さい。 



 

 

 

平成2７年１１月           大歳交流センターだより              Ｎｏ.８０ 

. 

 

 

 

 

  月 日 時 間 テーマ 講 師 

①  11 月 19日（木） 

13 時 30～15時 

「元気を維持する体操」 理学療法士 

②  11 月 27日（金） 
「バランスのとれた食事」 

「お口の健康を保とう」 

管理栄養士 

歯科衛生士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

02 日(月) 燃やせないごみの日 

6 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

11 日(水) 子育て応援講座（10：00～11：30） 

       ※山口県母子、父子福祉センター 

16 日(月) 金属・小型家電製品の日 

18 日(水) びん・缶の日 

20 日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

 

 

21 日(土) 大人の居場所 （13：30～15：30） 

26 日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

27 日(金) 太陽クラブ「サンタさんがくる♪クリスマス会♥」 

       （交流センター２階講堂 10：00～13：00） 

29 日（日） 第３８回大歳地区バドミントン大会 

30 日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

      ※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 
【大歳地区１１月の行事予定】 

「好きな旅行を何歳になっても楽しみたい」、「食事をおいしく食べたい」など、いつまでもいきいき

と楽しみを持って生活ができることは、みんなの願いです。これからも自分らしい生活が送られるように

介護予防について学んでみませんか。 

場 所：サンフレッシュ山口 視聴覚室 （山口市湯田温泉五丁目５番２２号） 

対 象：６５歳以上の方 

持参品：筆記用具、運動靴、飲み物、タオル、動きやすい服装（１回目のみ） 

申込み期限：１１月１６日（月）まで 

問い合わせ、申込み：市高齢・障がい福祉課（山口市基幹型地域包括支援センター TEL９３４－２７５８） 

 

放送大学山口学習センターでは、来年度第１学期（４月入学）学生募集をしています。皆さんの生涯学

習やキャリアアップ、資格取得などを目指してみませんか。 

平成２８年４月入学出願受付：１２月１日（火）～２月２９日（月） 

入学相談時間：月曜日、祝日を除く１０：００～１８：００ 

場所：山口吉田１６７７－１ 山口大学吉田キャンパス内、大学会館１階 

問い合わせ：放送大学山口学習センター（TEL９２８－２５０１） 

 

 バレーボールよりも大きくて軽く軟らかいボールを使う、誰でも楽しめるスポーツです。ご近所さん

との親睦を図り、日ごろの運動不足を解消するため、みんなで気持ちのいい汗を流しましょう。１チー

ム４人以上で編成します。※競技者４名（男女各２名） 

 また、大会終了後にソフトバレー教室（１３：３０～）も開催しますので、奮ってご参加ください。 

 日 時：１２月６日（日）開会式８：３０～ 

場 所：大歳小学校体育館 

主 催：大歳体育振興会 

主 管：大歳ソフトバレーボールクラブ、大歳ジュニアスポーツクラブ 

問い合わせ：大歳体育振興会事務局（大歳地域交流センター内 TEL９２２－４０３５） 

※参加を希望される方は各自治会の分館長又は体育委員の方へお申込み下さい。 
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大歳のエトセトラ ２３ 

大歳での水騒動 １ 事件の経過 
 毛利藩政時代の庶民（人口の９割が農民）の生活は、５年に１回は水害・旱魃などによる大凶作

に見舞われるだけでなく、更に租税が軽い時でも米の生産高の４割もあったので、「生かさず・殺

さず」そのものでした。何時騒動が起こってもおかしくないようですが、それは非常に尐なかった

ようです。山口県農業共済組合連合会編集、河村豊執筆『防長の飢饉とその対策』に記載されてい

ることによると、この大歳では、藩政時代に「騒動」としては、水騒動が１回あっただけです。こ

のことは、古曽坊の田中家に残る『年中吉凶記録』にその水騒動の概略が書かれていますので、そ

れを紹介しましょう。 

農作にとって用水の確保は大事なことですから、河川・堤や用水路から引く潅漑用水の利用には、

常に苦労がありました。大歳地区では、河川から用水を引く作業は村ごとに行われていましたが、

それぞれの村が勝手に水を引いたのでは公平に分配されないので、協議して何個所かに堰を設置し、

更に時間を定めて順番に水を引くというやり方（番水）をとっていました。このような方法を村々

は長年の間に慣習として固定させ、農業生産を安定化させていました。しかし、水の尐ない時には

どうしても下流の村は不利になるので、水争いもしきりに起りそうですが、幕末百五十年間でこの

水騒動だけです。 

 『年中吉凶記録』によると、寛政 11 年（1799）、吉敷の滝山に源を発して滝河内から木崎沖を

流れる滝河内川（木崎川）と、吉敷中村からの用水路の合流する辺りの木﨑川（当時は小僧川と言

い、現在は JA 山口中央本所の東側あたり）で、水争いがありました。 

 大歳の人が小僧川筋を水掛りとする田は吉敷川の北側にあって、上湯田・下湯田・高畠の関係者

によって耕作されていました。寛政 11 年は水が尐

ない年でしたので、小僧川上流の吉敷村民が勝手に

堰を締めました。そのため大歳の人は取水に困り、

７月 24 日に、堰を切って下流にも水を回してもら

うよう庄屋に願書を差し出しましたが、解決されま

せんでした。たまりかねた大歳側の関係者は、28 日

に養元寺に集まって協議をし、日中にその堰を落と

しに行ったところ、吉敷からも大勢の人が出てきて

争いになりました。その際、上丁田（大歳交流セン

ターの南西部辺り、以下大歳交流センターをセンタ

ーと略します）の弥七・市（黒川市辺り）の末七・

高畠（センターの南）の梶原平蔵の三人がつかまり

ました。下湯田の九郎右衛門が、何とかしてようや

く平蔵を連れ戻しましたが、他の二人は吉敷に連れ

て行かれ、毛利家蔵本に永らく留め置かれました。 

この事件につき、山口勘場からも手子役人（毛利

藩の下級役人）が出張して取り調べが行われたよう

です。結末は次回に述べます。 

（大歳史談会、 文責：井手明雄） 

 
JA山口中央本所の東側にある話題の小僧川筋

（木﨑川）、写真の奥が競技場、吉敷方面 


